
2011年6月

ヤフー株式会社

震災プロジェクト

震災の記録を写真でのこす

東日本大震災
写真保存プロジェクトについて
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趣旨

Yahoo! JAPANでは、東日本大震災の被災者支援と防災研究の
公共目的として、永続的に写真を収集、保管していく所存です。

利用に関しては復興目的の非営利利用や、学術利用を前提と
し、政府機関、公益法人などと連携していく予定です。

個人からの投稿受付と同時に、趣旨をご理解いただける企業、
法人さまからもご提供をお願いしています。

1



概要

●プロジェクトの目的・趣旨ー防災研究と復興支援
- 後世に向けた防災研究のために、被災時の状況を記録すること。

- 被災されたお客さまからの思いを受け、被災前の風景や景色、日常のシーンを集め、保
存すること。

- 復興に向かっていく被災地の姿を記録していくこと。

●対象地域
- 岩手県・宮城県・福島県・青森県・茨城県・栃木県・千葉県・長野県・新潟県の災害救助

法適用地域

●内容
- 東日本大震災で失われる前の風景や思い出
- 被災地の現在のありのままの姿
- 被災地にのこされている思い出の品物の様子
- 復興の過程の様子

●URL
http://shinsai.yahoo.co.jp/archive/index.html
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ご利用条件
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・ 学術目的、非営利の復興支援のための利用であれば誰もがいつでも自由に
使えることとしています。

・ 上記が実現でされるよう、投稿者に予め無償で権利許諾することを呼びかけ
、同意の上ご投稿頂いています。（多くの人にご投稿、ご利用頂きたいため、
クリエイティブコモンズだと条件が複雑で分かりづらいと判断。）

・ 永続的に保管がなされるようにします。（会社が存続する限りはもちろん、会
社がなくなる時にも信頼できる機関に保管をお願いします。）

・ 多数の方々との様々な形での協力を模索し、広く利用されるようにしていきま
す。（一般社団法人日本写真著作権協会との連携など）

ここに投稿される写真は、投稿してくださった方だけでなく、日本国民、さ
らには人類にとっての「大切な資産」であると認識しています。

本サービスの性質

従って・・・
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プロジェクトの現状

「東日本大震災写真保存プロジェクト」は、東日本大震災での記録が不十分な地
域でも、がれき撤去が4月より本格的に開始されること、また被災地の個人の携帯
カメラなどストックされている写真も散逸する恐れがあることを受けて、4月8日に発
足、4月20日から投稿受付を始め、6月1日に公開を開始しました。

6月3日19時時点で、被災エリアの写真を中心に12,733枚の投稿があり、ご提供
いただいた写真の中には、場所の情報に加えコメントも添えられている写真も数多
くありました。以下にコメントのいくつかを紹介します。

写真に添えられたコメント：

「宮城県本吉郡南三陸町志津川字天王前自分の家があったところの
近くの震災前後の写真です。残しておきたいので、どうかよろしくお願
いします。」

「2011年4月10日被災したアパートです。 5年間私は1階部分に住み、
震災当日もここから出勤し、近所の方と挨拶を交わしました。」

「GWに南相馬市でボランティアをしました。家はもちろん庭も、津波に

よる泥で埋め尽くされていました。そんな中、身をよじりながらも生き抜
き、みごとな花を咲かせたチューリップに出会い、力をもらいました。」

「3月11日の午前中10時前後に撮影したものです。結婚式を5月に控え
ていた私はあの日、そろそろダイエットしなければ…と、海岸沿いをジョ
ギングすることにしました… 走り途中あまりにもいい天気できれいな海
でした」

「実家が津波で無くなった。避難所にいる親からは『こちらは気にせ
ず仕事に打ち込め』と。会社で募ったボランティアに参加。そのとき
の写真です。」

「震災翌日の光景です。今までに見たこともない目の前の景色に現
実とは思えませんでした。まるで映画でも見てるかのように今でも実
感できません。でもこの現実を忘れてはいけない、伝えなければと
考え投稿します」

「がれきの中に一冊のアルバムがありました。開かれていたページ
には結婚式の写真が貼ってありました。」
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ご清聴ありがとうございました


